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直径１３０メートルの⼩惑星でも地球へのニアミスがわかるのは前⽇と 
 
⼩惑星の数はそれこそ「星の数」ほどあるようです。この無数ともいえる⼩惑星の⼀つがあ
る⽇突然に地球に衝突する。そんな現実は「起こってしまえばあたりまえ」となりますが、
そのようなことはなかなか起こらないと考えるのが⼈間です。しかし現実は、実際にツング
ースカ⼤爆発があり、これは新聞記事にもあるように直径 60m の天体の衝突とされていま
す。今回接近の⼩惑星の直径は 130m ですから、体積では 10 倍もの⼤きさとなります。 
天⽂年鑑（2019 年）によると、2018 年９⽉時点で番号登録された⼩惑星は 523,800 個であ
り、⽉の軌道より内側を通過する 10m 以上の⼩惑星は年に数件ほど確認されている、とあ
ります。衝突確率は１年あたり、数件（５件として）×（地球の半径／⽉までの距離）の⼆
乗＝0.0014 となるので、計算上は約 700 年に⼀度、⼩惑星が地球に衝突する可能性が⽰唆
されます。この確率は⼈類にとっては決して⼩さな数字ではないと考えます。 
 
⼩惑星（Wikipedia） 
2012 年 5 ⽉現在、軌道が確定して⼩
惑 星 番 号 が 付 け ら れ た 天 体 は
329,243 個にのぼる（準惑星 5 個を含
む。⼩惑星の⼀覧参照）。この他に仮
符号のみが登録されている⼩惑星
で、複数の衝を観測されたものが
138,053 個、1 回の衝を観測されたも
のが 117,390 個あり、これらを合計す
ると 584,686 個に達する。番号登録さ
れたもののうち、既に命名されたの
は 17,224 個である。直径 1km 程度、
ないしそれ以下の⼩惑星については
未発⾒のものが数⼗万個あると推測
されている。 
 
ツングースカ⼤爆発（Wikipedia） 
落下した隕⽯が⼤気中で爆発したた
めに、強烈な空振が発⽣し半径約 30-50km にわたって森林が炎上し、約 2,150 平⽅キロメ
ートルの範囲の樹⽊がなぎ倒された。 


